
 

東京都教育ビジョン（第５次） 

【東京都の目指す教育】 

■誰一人取り残さず、すべての子供が将来への希望をもって

自ら学び、育つ教育 

【「未来の東京」に生きる子供の姿】 

■自らの個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗り越え、人生

を切り拓いていくことができる 

■他者への共感や思いやりをもつとともに、自己を確立し、 

多様な人々が共に生きる社会の実現に寄与する 

府中市立府中第七小学校 教育目標    

「つよく」   丈夫な体と強い意志をもち、責任をもって最後までやり遂げる力。        

健やかな体の育成 ～しんの強い子～ 【行動力】 

「ただしく」  基礎学力を身に付け、真理と正義を愛し、主体的に考え、判断し、すすんで創造的に 

行動する力。 

確かな学力の向上 ～学び続ける子～ 【問題解決力】 

「あたたかく」 自他の人格を尊重し、豊かな心情をもって共に生きることのできる力。  

         豊かな心の醸成 ～思いやりのある子～【人間関係形成力】 

 

目指す学校像   「みんなの笑顔が自慢！明日も来たくなる学校」 

（１）「わかる」「できる」「たのしい」授業（２）安全で安心できる学校（３）体験活動の充実（４）地域や保護者と共に創る学校 

（５）学校の取り組みが見える学校（６）多様な個性を認め合う学校（７）府中第七中学校との小中連携・一貫教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

七小の七つの宝《目指す児童像》 
◎ あいさつが上手である。 

◎ 話の聞き方が上手である。 

◎ 発表の仕方が上手である。 

◎ 元気に歌が歌える。 

◎ ルールを守れる。 

◎ 素直である。 

◎ 思いやりがある。 

 

 

《目指す教職員像》 

（１）教職員がそれぞれの持ち味を発揮し、創意とチャレンジの気概をもって活躍し、 

協働できる組織力の高い職場づくりを推進する。 

（２）「OJT」に取り組み、学び続ける。 

（３）「分かる・できる」「確かで豊かな学びのある」「楽しいと思える」授業を実践する。 

（４）児童の「安全・安心」に常に配慮し、行動する。 

（５）教育相談体制を整え、特別支援教育を推進する。 

 

 

 

（６）学校を保護者、地域に開き、連携する。 

（７）法令遵守、服務規律の徹底。 

（８）武蔵台小学校・府中第七中学校との小中連携、一貫教育を

推進する。 

（９）働き方改革「男性職員の育業取得の促進」 

（１０）危機管理 

 

第３次府中市学校教育プラン「目指す人間像」 

【人権感覚と規範意識】 

他者も自分も大切にする、思いやりと規範意識のある人 

【社会的な資質・能力】 

社会の一員としての自覚をもち、社会に貢献しようとする人 

【確かな学力】 

自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人 

 

 教育活動の目標と方策 
 

①４つの視点「発見すること」「対話すること」

「決定すること」「表現すること」を取り入れ

た授業により、主体的に学ぶ児童を育成する。 

・「発見すること」：児童が自ら課題を見つけられ

るような授業の展開を工夫する。 

・「対話すること」：対話する必要性を児童が感じ

られる授業づくりを行う。 

・「決定すること」：課題解決に向けて学習方法や

表現方法を児童が選べるようにする。 

・「表現すること」：国語科「話すこと・聞くこと」

の校内研究を通して、豊かな表現ができる児童

を育成するための単元開発を行う。 

 

 

②互いの違いを認め、友達を信頼し、助け合った

り、高め合ったりすることができるようにする。 

・児童一人一人の良さを認め、伸ばす。 

・縦割り班の活動を通して、リーダーシップ及び 

フォロワーシップを養う。 

・人間関係形成力や自己肯定感を高めたり、自己実

現を図ろうとする態度を育成したりする。 

・集団での課題を見出し、解決するために話し合い、

合意形成を図る。 

・「未来へつなぐ府中 2020 レガシー」を推進し、

府中を愛する心を醸成し、豊かな人間性を育む。 

・全校で「手話」に取り組んだり、講師を招いて「デ

フスポーツ」に挑戦したりする。 

 

③多様な運動経験を通して体

力の向上を図る。 

・「体力テスト週間」「マラソン週

間」「なわとび週間」。全学年

「ふちゅうロープチャレン

ジ」（長縄８の字連続とび）に

参加。 

・中休み、昼休みと誘い合って自

由に遊ぶ時間と、大勢での外

遊びができるように、学級や

学年で係をつくり、計画的に

遊ぶ時間をもつ。 

 

④道徳教育の充実を図り、温かで豊かな心を育てる。 

・人権が守られているキーワード「安心して、自信をもっ

て、自由に選べる」ことを理解し、実践する。（「人権作

文コンクール」に参加） 

・弁護士会の「いじめ未然防止」の授業を通して「いじめ」

を許さない校風をつくる。 

・日々の教育活動を通して、偏見、差別、いじめの芽を見

逃さない。 

・「いじめ対策委員会」を迅速に運営する。 

・生命のかけがえのなさを理解し、大切にできるよう指導

する。 

・「道徳授業地区公開講座」を計画し、家庭や地域との共

通理解、連携を図る。 

・「郷土府中に根ざした道徳資料」を活用した授業を行う。 

 

⑤保護者や地域と連携した教育活動の推進 

・ホームページの充実 

・学校だより・保健だより・学年だより・学級

だより・専科だよりの発行 

・地域行事への参加、「ふれあいコンサート」

への参加等を推奨し、全教職員が地域理解 

を深める。 

 

 

重点目標 

「つよく」自己肯定感をもち、意志決定力を育

み、すすんで活動する。 

「ただしく」基礎的・基本的な学習内容の定着

を図り、学力を向上させる。 

「あたたかく」礼儀正しい挨拶が、すすんでで

きるようにする。 

 

・PTA、スクール・コミュニティ協議会、七小

防災会議、POP（おやじの会）、青少対、町

会、府中 PFSと連携し、地域に根差したよ

りよい教育活動を推進する。 
 

地域協働・チーム七小 

 

 
 

７０周年キャラクター 
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